
様式２（指定管理者施設）

１．施設の概要

２．類似施設・近隣施設

３．利用状況 単位：人、％

利用者数（入所）

利用者数（通所）

自立訓練（機能訓練）

生活介護

施設入所支援

短期入所

利用者数合計

目標値

目標値設定の考え方

対１９年度比

稼働率

指定管理者施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート（平成21年度事業分）

施設名 あけぼの医療福祉センター成人寮 所管課 障害福祉課

所在地 韮崎市旭町上條南割３２５１－１
設置年月日

（改築年月日等）
昭和４８年４月１日
（平成１８年９月１日）

管理方式
指定管理者（（福）山梨県障害者援護協会、平成１８年９月1日～平成２８年３月３
１日）

設置根拠
（法律、条例等）

山梨県立障害者支援施設設置及び管理条例

設置目的
身体障害者に必要な指導及び訓練を行い、自立した日常生活や社会参加を図る
こと。

主な施設内容
（定員等）

理学療法室、機能訓練室、自立訓練室、パソコン訓練室、訓練室、職能判定室、
言語聴覚室、活動室、静養室・医務室、食堂（3箇所）、洗濯室（2箇所）、浴室・脱
衣室、多目的ルーム、スタッフステーション、居室（10．5㎡×５５室）

自立訓練（機能訓練）（20名）、生活介護（40名）、施設入所支援（40名）、短期入
所（10名）

主な業務内容

（１）施設及び設備器具の維持保全に関する業務
（２）利用者に対するサービス業務
　  ・生活介護・施設入所支援・自立訓練（機能訓練）・短期入所
（３）その他知事が必要と認める業務

名称・施設内容・
利用状況等

○山梨県立あけぼの医療福祉センター
（重症心身障害児入所（６０）・通所（１５）、肢体不自由児入所（２０）・通園（１０））
○山梨県立育精福祉センター
（障害者支援施設：生活介護（１０５）、施設入所支援（９０））
（知的障害児施設(７０)）

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度
平成２２年度

（目標値）

利
用
者
数

51 49

4 6

14 10

54 55 113

良質なサービスの提供
を図る指標として、施設
が利用者一人ひとりに
作成している個別支援
計画の達成度合いがあ
るが、障害者の障害程
度が異なり、個別支援
計画の目標達成度合い
を一律に1年間で評価す
ることは難しいことから、
年度ごとの具体的な目
標管理は出来ない。

良質なサービスの提供
を図る指標として、施設
が利用者一人ひとりに
作成している個別支援
計画の達成度合いがあ
るが、障害者の障害程
度が異なり、個別支援
計画の目標達成度合い
を一律に1年間で評価す
ることは難しいことから、
年度ごとの具体的な目
標管理は出来ない。

良質なサービスの提供
を図る指標として、施設
が利用者一人ひとりに
作成している個別支援
計画の達成度合いがあ
るが、障害者の障害程
度が異なり、個別支援
計画の目標達成度合い
を一律に1年間で評価す
ることは難しいことから、
年度ごとの具体的な目
標管理は出来ない。

良質なサービスの提供
を図る指標として、施設
が利用者一人ひとりに
作成している個別支援
計画の達成度合いがあ
るが、障害者の障害程
度が異なり、個別支援
計画の目標達成度合い
を一律に1年間で評価す
ることは難しいことから、
年度ごとの具体的な目
標管理は出来ない。

100.0% 101.3% 208.3% 0.0%

90.0% 91.6% 99.0% 100.0%
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４．収支状況 単位：円、％

施設利用料

指定管理者委託料

その他

収入合計（A）

人件費

県への納付金

管理運営費

（うち外部委託費）（B)

支出合計（C）

収支差額（A－C）

外部委託比率（B÷C）

利用者一人当りの経費

５．利用者満足度

単位：％

施設・設備管理

プライバシーや個人情報

食事

職員の対応

各項目の平均

平成２０年度
平成２１年度

（計画値）
平成２１年度

（実績値）
平成２２年度

（計画値）

収
入

150,060,201 168,240,000 189,568,815 172,200,000

0 0 0 0

25,388,407 19,590,000 5,949,168 5,400,000

175,448,608 187,830,000 195,517,983 177,600,000

支
出

91,753,530 101,320,000 102,838,614

73,660,904 86,510,000 60,226,693

165,414,434 187,830,000 163,065,307

113,520,000

0 0 0 0

64,080,000

3,659,689 3,850,000 4,962,774 5,220,000

177,600,000

10,034,174 0 32,452,676 0

2.2% 2.0% 3.0% 2.9%

0 - 0 -

実施方法等
実施時期：平成21年4月～22年3月、
実施方法：利用者へのアンケート、
回 答 数 ：５５人

調査項目 満足・十分
普通・

どちらでもない
不満足・
不十分

不明・
わからない

88.0% 0.0% 12.0% 0.0%

95.0% 0.0% 4.0% 1.0%

12.0% 0.0%

0.0%

58.0% 0.0% 42.0% 0.0%

利用者の意見

・食事の味をよくしてほしい（味が薄い・甘みが足りない）。
・ベッドから車いすへの移乗をきちんとしてほしい
・もっと出かける機会を増やしてほしい。いろいろな活動がしたい。

利用者の意見へ
の対応

・利用者の個々の嗜好の違いもあり、一概に改善することは難しいが年4回実施
される給食委員会等で直接利用者の意見を栄養士や業者へ伝えている。
・個別の活動は、時間や職員体制から困難なことが多い。しかし、工夫してなるべ
く個々の意見が反映された活動が出来るよう心がけている。

86.2% 0.0% 13.7% 0.2%

0.0%

88.0%利用者への日常サービス支援サービス

リハビリテーション・作業訓練 98.0% 0.0% 2.0%

90.0% 0.0% 10.0%

0.0%



６．評価結果

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

維持管理業務

法令、業務仕様書等に基づき、適正に
業務を執行した。

業務仕様書、業務計画書どおり適正に
実施されている。

収支状況

積極的なサービスの提供により結果とし
て増収につながった。支出面でもコスト
削減に努めた。

コスト削減により、効率的な運営・管理
が行われた。
引き続き同様の経営が実現できるよう
努力をすること。

運営業務

事業計画書に基づき、適正に業務を執
行した。

事業報告書及び現地確認の結果概ね
適性に実施されているが、モニタリング
に基づいた計画の見直しについては早
急に改善を行うこと。
今後も引き続き利用者個々の特性に鑑
みた個別支援計画を策定し、質の高い
サービスの提供のために努力された
い。

自主事業

該当なし 該当なし

関係機関からの実習生や見学者を積極
的に受入れたり、ホームページの更新
等、施設利用促進のために努めてい
る。今後も引き続きさらなる関係機関と
の連携を含め利用者の確保に努力され
たい。

利用状況

入所サービス事業は年間を通じて事業
計画を上回る利用実績を上げている。
通所事業に関しては事業計画には及ば
ないが関係機関との連携やサービスの
周知を行い利用者の確保に努力した。
・施設入所支援　　　１０５％
・就労移行支援　　　　９４．８％
・就労継続支援B型　 ８７．６％

施設所管課の指
導事項に対する
指定管理者の対
応状況

①条例、協定等に基づき適正な執行を行う。
②経費削減に努めるとともに、サービス利用を促すよう広報等行っていく。
③平成22年度から利用者個々のケースに対するケア会議を実施し、よりきめ細
やかな支援を行うため計画策定に努力をしている。
④サービス提供における客観的な評価や個別支援計画の見直しについては平成
22年度より改善を行い実施をしているが、7月末までには利用者全員分の見直し
を終了する。

利用者のニーズの把握に努め、管理運
営に反映させるよう指導した。運営上の
工夫をおこない解決可能な意見につい
ては、速やかな対応がなされている。

施設所管課によ
る総合的な評価
及び指導事項

①施設管理・運営業務等について、条例、協定等に基づき概ね適正に履行した。
②経費削減に努めるとともに、増収に努めた。
③利用者ニーズの把握に努め、利用者サービスの向上に向け努力した。
④平成22年度は、一層の利用者サービス向上に取組むこと。また、モニタリング
に基づいた計画の見直しについて早急に改善を行うこと。

運営目標の達成
状況

個別支援計画の見直しが実施出来ていなかったが、利用者ニーズを把握しサー
ビスの向上に努力したため、良質なサービスの提供はなされた。

利用者満足度

要望のあったことについては、可能な限
り対応を行った。今後とも利用者の声を
聞き、改善できる点は行い、より一層の
サービス向上に努めていく。




